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運 用 報 告 書 (全 体 版 ) 

 

 
 

第３期（決算日 2015年10月９日）  

第４期（決算日 2016年１月12日） 

 

受益者の皆様へ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

皆様の「ネクスト・ニッポン・オープン」は、2016

年１月12日に第４期決算を迎えましたので、過去６ヵ

月間（第３期～第４期）の運用状況ならびに決算のご

報告を申し上げます。 

今後とも、一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

 

 

ネクスト・ニッポン・オープン

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2015年１月30日から2020年１月８日までです。

運 用 方 針 

ネクスト・ニッポン・マザーファンド（以下、

「マザーファンド」といいます）の受益証券

への投資を通じて、主として、わが国の金融

商品取引所上場（上場予定を含みます。）株

式のうち、為替の相対的な円安や米ドル高

の環境下において成長が期待できる企業の

株式に実質的に投資を行い、投資信託財産

の成長を目指して運用を行います。 

主 要 投 資 

対 象 

当ファンド 
マザーファンドの受益証券

を主要投資対象とします。

ネ ク ス ト ・ 

ニ ッ ポ ン ・ 

マザーファンド 

わが国の金融商品取引所上

場（上場予定を含みます。）

株式を主要投資対象とし

ます。 

投 資 制 限 

当ファンド 

マザーファンドの受益証券

への投資割合には制限を設

けません。外貨建資産への

投資は行いません。 

ネ ク ス ト ・ 

ニ ッ ポ ン ・ 

マザーファンド 

株式の投資割合には制限を

設けません。外貨建資産へ

の投資は行いません。 

分 配 方 針 

年４回、１月、４月、７月および10月の各月

の９日（それぞれ休業日の場合は翌営業日）

に決算を行い、原則として、以下の方針に基

づき収益分配を行います。 

分配対象収益の範囲は、繰越分を含めた経

費控除後の配当等収益と売買益（評価益を

含みます。）等の全額とします。 

繰越分を含めた経費控除後の配当等収益に

は、マザーファンドの配当等収益のうち、投

資信託財産に帰属すべき配当等収益を含む

ものとします。 

分配金額は、委託会社が分配可能額、基準価

額水準等を勘案して決定します。分配可能

額が少額の場合や基準価額水準によって

は、収益分配を行わないことがあります。
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ネクスト・ニッポン・オープン 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額(分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中
騰 落 率

（参考指数）
期 中
騰 落 率

(設定日) 円 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円

2015年１月30日 10,000 － － 1,413.58 － － － 4,292

１期(2015年４月９日) 10,529 500 10.3 1,594.19 12.8 96.1 － 5,388

２期(2015年７月９日) 10,127 100 △ 2.9 1,579.89 △ 0.9 89.1 － 6,127

３期(2015年10月９日) 9,414 0 △ 7.0 1,515.13 △ 4.1 86.7 － 3,529

４期(2016年１月12日) 9,126 0 △ 3.1 1,401.95 △ 7.5 89.8 － 3,207
 

（注） 基準価額および分配金（税引前）は１万口当たり、基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 

（注） 設定日の基準価額は１万口当たりの当初設定元本額です。設定日の純資産総額は当初設定元本総額です。 

（注） 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は当ファンドの参考指数であり、ベンチマークではありません。設定日の東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は

設定日前営業日の終値です。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、株式組入比率および株式先物比率は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率です。 

 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ） 株   式 

組 入 比 率 
株   式
先 物 比 率 騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

第３期 

(期  首) 円 ％ ポイント ％ ％ ％

2015年７月９日 10,127 － 1,579.89 － 89.1 －

７月末 10,481 3.5 1,659.52 5.0 93.1 －

８月末 9,775 △3.5 1,537.05 △ 2.7 90.0 －

９月末 9,219 △9.0 1,411.16 △10.7 85.5 －

(期  末)  

2015年10月９日 9,414 △7.0 1,515.13 △ 4.1 86.7 －

第４期 

(期  首)  

2015年10月９日 9,414 － 1,515.13 － 86.7 －

10月末 9,750 3.6 1,558.20 2.8 92.1 －

11月末 10,023 6.5 1,580.25 4.3 93.4 －

12月末 9,972 5.9 1,547.30 2.1 90.2 －

(期  末)  

2016年１月12日 9,126 △3.1 1,401.95 △ 7.5 89.8 －
 

（注）騰落率は期首比です。 
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ネクスト・ニッポン・オープン 

  

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

すので、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 参考指数は、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）です。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、作成期首（2015年７月９日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
当ファンドの主要投資対象である「ネクスト・ニッポン・マザーファンド（以下、マザーファンドといいます。）」

における主なプラス要因およびマイナス要因は以下の通りです。 

 

（主なプラス要因） 

・業種配分では、医薬品、情報・通信業、精密機器などが基準価額にプラスに寄与しました。 

・個別銘柄では、小野薬品工業、南海電気鉄道、オービックなどが基準価額にプラスに寄与しました。 

 

（主なマイナス要因） 

・業種配分では、小売業、電気機器、輸送用機器などが基準価額にマイナスに寄与しました。 

・個別銘柄では、ラオックス、松屋、日産自動車などが基準価額にマイナスに寄与しました。 
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ネクスト・ニッポン・オープン 

  
作成期初から2015年８月中旬まで一進一退となっていた国内株式市場は、中国経済に対する懸念や米国の金融政

策に対する警戒感を背景に、８月後半から９月下旬にかけて下落しました。その後は、中国が政策金利を引き下げた

ことや欧州中央銀行（ＥＣＢ）のドラギ総裁が追加金融緩和に前向きの発言を行ったことなどが市場で好感され、11

月後半にかけて国内株式市場は戻りを試す展開となりました。作成期末にかけては、原油価格の急落や地政学的リ

スクの増大から、投資家がリスク回避の姿勢を強め、為替市場において円高ドル安が進行したことなどから国内株式

市場は大きく下落しました。 

 

  
当ファンドの運用はマザーファンドを通じて行っております。 

マザーファンドの運用につきましては、株式市場が中長期的に上昇基調にあるとの認識のもと、株式組入比率を

概ね高位に維持しました。注目分野別については、利上げ後も堅調に推移すると予想される米国景気から業績面で

恩恵を享受すると考えた日産自動車やクボタを新規に組み入れるなど、輸出および海外売上等の海外寄与度の高さ

に着目した分野の投資配分比率を高位としました。海外進出企業の国内回帰に伴う需要の創出に着目した分野につ

いては、株価が上昇した鹿島建設などを売却しました。また、インバウンド※効果に着目した分野については、花王

や寿スピリッツなどを新規に組み入れました。 

※インバウンドとは、一般に外から中へ流入することで、外国人旅行者が日本を訪れること等をいいます。 

 

  
当ファンドは特定のベンチマークを設けており

ませんが、当ファンドの基準価額の騰落率は、参考

指数としている東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）の騰落

率を1.4％上回りました。詳細につきましては前掲

の「基準価額の主な変動要因」をご参照ください。 

 

  

基準価額と参考指数の対比（期別騰落率） 
 

  
（注）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 

（注）参考指数は、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）です。 
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ネクスト・ニッポン・オープン 

  
年４回、１月、４月、７月および10月の各月の９日（それぞれ休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、繰越分を

含めた経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全額を分配対象収益として、分配可能額、基準

価額水準等を勘案して分配金額を決定します。 

分配金につきましては、第３期、第４期とも見送りとさせていただきました。なお、収益分配に充てなかった留保

益につきましては、運用の基本方針と同一の運用を行ってまいります。 

 

（分配原資の内訳） 

 （単位：円、１万口当たり・税引前） 

項 目 
第３期 第４期 

2015年７月10日～
2015年10月９日

2015年10月10日～
2016年１月12日

当期分配金 － － 

(対基準価額比率) －％ －％

 当期の収益 － － 

 当期の収益以外 － － 

翌期繰越分配対象額 408 408 
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  
国内株式市場は、日本企業の収益性改善などを背景に、中長期的な上昇トレンドが続くものと考えております。

ただ、世界的な経済成長率の鈍化や不安定な資源価格などから、投資家心理が改善するには時間を要すると思われ、

当面上値の重い展開になる可能性があると見ております。 

当ファンドの運用は、マザーファンドを通じて行ってまいります。マザーファンドの運用につきましては、輸出

および海外売上等の海外寄与度の高さ、海外進出企業の国内回帰に伴う需要の創出、訪日外国人の増加や外国人の

購買力向上等のインバウンド効果等に着目し、これらを注目分野として投資候補銘柄の選定にあたります。ポート

フォリオの構築にあたっては、定量分析、定性分析、バリュエーション、業種別比率等を勘案して行います。 

当面は、注目分野別の現状の投資配分を概ね維持する一方、各注目分野において、今後の業績拡大余地、バリュ

エーション等を総合的に勘案し、銘柄入替えを行う方針です。 

 
※文中の投資行動は、個別銘柄の売買等いかなる投資行動も推奨するものではありません。 

  



品 名：90009_552388_004_04_ネクスト・ニッポン・オープン_618124.docx 

日 時：2016/2/18 16:20:00 

ページ：5 

 

― 5 ― 

ネクスト・ニッポン・オープン 

○１万口当たりの費用明細 (2015年７月10日～2016年１月12日) 

項 目 
第３期～第４期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 84  0.850 (a)信託報酬＝作成期間中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 41)  (0.414) 委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 41)  (0.414) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  2)  (0.022) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 49   0.492  (b)売買委託手数料＝作成期間中の売買委託手数料÷作成期間中の平均受益権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 49)  (0.492)  

（c） そ の 他 費 用 1   0.006  (c)その他費用＝作成期間中のその他費用÷作成期間中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.006) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 134   1.348   

作成期間中の平均基準価額は、9,870円です。  

 
（注） 作成期間中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出

した結果です。 

（注） 各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目

ごとに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 



品 名：90009_552388_004_04_ネクスト・ニッポン・オープン_618124.docx 

日 時：2016/2/18 16:20:00 

ページ：6 

 

― 6 ― 

ネクスト・ニッポン・オープン 

○売買及び取引の状況 (2015年７月10日～2016年１月12日) 

○売買及び取引の状況とは、ファンドが購入・売却した有価証券の数量および金額です。 
 

 

銘 柄 
第３期～第４期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円
ネクスト・ニッポン・マザーファンド 356,597 380,000 2,490,290 2,760,000

 
（注） 口数・金額の単位未満は切捨てです。 

 

○株式売買比率 (2015年７月10日～2016年１月12日) 

 

項 目 
第３期～第４期 

ネクスト・ニッポン・マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 11,781,437千円
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 3,521,162千円

(c) 売買高比率（a）／（b） 3.34  
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2015年７月10日～2016年１月12日) 

 

＜ネクスト・ニッポン・オープン＞ 

該当事項はございません。 

 

＜ネクスト・ニッポン・マザーファンド＞ 

区       分 

第３期～第４期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 4,726 2,215 46.9 7,054 2,707 38.4

平均保有割合 100.0%   
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファンドのマザーファンド所有口数の割合です。 

 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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ネクスト・ニッポン・オープン 

 

項 目 第３期～第４期 
売買委託手数料総額（A） 19,003千円
うち利害関係人への支払額（B） 7,975千円

（B）／（A） 42.0％  
 

（注） 売買委託手数料総額は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは岡三証
券です。 

 

○組入資産の明細 (2016年１月12日現在) 

 

銘 柄 
第２期末 第４期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

ネクスト・ニッポン・マザーファンド 5,184,342 3,050,649 2,998,483
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨てです。 

 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2016年１月12日現在) 

項 目 
第４期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

ネクスト・ニッポン・マザーファンド 2,998,483 93.0

コール・ローン等、その他 226,218 7.0

投資信託財産総額 3,224,701 100.0
 

（注） 評価額の単位未満は切捨てです。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第３期末 第４期末 

2015年10月９日現在 2016年１月12日現在 

  円 円

(A) 資産 3,560,021,184  3,224,701,341  

 コール・ローン等 315,984,886  226,218,041  

 ネクスト・ニッポン・マザーファンド(評価額) 3,244,036,212  2,998,483,097  

 未収利息 86  203  

(B) 負債 30,717,051  17,291,836  

 未払解約金 12,018,197  1,987,230  

 未払信託報酬 18,578,246  15,205,897  

 その他未払費用 120,608  98,709  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,529,304,133  3,207,409,505  

 元本 3,748,901,212  3,514,503,259  

 次期繰越損益金 △  219,597,079  △  307,093,754  

(D) 受益権総口数 3,748,901,212口 3,514,503,259口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,414円 9,126円
 

（注）運用報告書作成時点では、監査未了です。 

（注）計算期間末における１口当たり純資産額は、第３期0.9414円、第４期0.9126円です。 

（注） 純資産総額が元本総額を下回っており、その差額は第３期219,597,079円、第４期307,093,754円です。 

（注）当ファンドの第３期首元本額は6,051,337,921円、第３～４期中追加設定元本額は335,049,096円、第３～４期中一部解約元本額は

2,871,883,758円です。 
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○損益の状況 

項 目 
第３期 第４期 

2015年７月10日～ 
2015年10月９日 

2015年10月10日～ 
2016年１月12日 

  円 円

(A) 配当等収益 7,962  5,636  

 受取利息 7,962  5,636  

(B) 有価証券売買損益 △244,610,357  △ 90,386,942  

 売買益 87,704,561  10,510,369  

 売買損 △332,314,918  △100,897,311  

(C) 信託報酬等 △ 18,698,854  △ 15,304,606  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △263,301,249  △105,685,912  

(E) 前期繰越損益金 23,497,141  △217,593,332  

(F) 追加信託差損益金 20,207,029  16,185,490  

 (配当等相当額) (   37,911,046) (   39,184,729) 

 (売買損益相当額) (△ 17,704,017) (△ 22,999,239) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △219,597,079  △307,093,754  

(H) 収益分配金 0  0  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △219,597,079  △307,093,754  

 追加信託差損益金 20,207,029  16,185,490  

 (配当等相当額) (   38,107,025) (   39,279,962) 

 (売買損益相当額) (△ 17,899,996) (△ 23,094,472) 

 分配準備積立金 114,974,542  104,325,541  

 繰越損益金 △354,778,650  △427,604,785  
 

（注） 損益の状況の中で、(B)有価証券売買損益は期末の評価替えによるものを含みます。(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当

額、監査費用を含めて表示しています。(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引

いた差額分をいいます。 

（注）収益分配金 

決算期 第３期 第４期 

(a) 配当等収益(費用控除後) 0円 0円

(b) 有価証券等損益額(費用控除後、繰越欠損金補填後) 0円 0円

(c) 信託約款に規定する収益調整金 38,107,025円 39,279,962円

(d) 信託約款に規定する分配準備積立金 114,974,542円 104,325,541円

 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 153,081,567円 143,605,503円

 分配対象収益(１万口当たり) 408円 408円

 分配金額 0円 0円

 分配金額(１万口当たり) 0円 0円

 

  



品 名：90009_552388_004_04_ネクスト・ニッポン・オープン_618124.docx 

日 時：2016/2/18 16:20:00 

ページ：10 

 

― 10 ― 

ネクスト・ニッポン・オープン 

用語解説 
○資産、負債、元本及び基準価額の状況は、期末における資産、負債、元本及び基準価額の計算過程を表しています。
主な項目の説明は次の通りです。 

項 目 説 明 

資産 ファンドが保有する財産の合計です。 
コール・ローン等 金融機関向けの安全性の高い短期貸付運用などの残高です。
各種有価証券等(評価額) 組入れた株式・債券・ファンドなどの評価金額です。 
未収入金 入金が予定されている有価証券の売却代金などです。 
未収配当金 入金が予定されている株式の配当金等です。 

未収利息 
入金が予定されているコール・ローン等の利息や債券の利息
の合計です。 

負債 支払いが予定されている金額の合計です。 
未払収益分配金 期末時点で支払いが予定されている収益分配金です。 
未払解約金 支払いが予定されている解約金です。 
未払信託報酬 支払いが予定されている信託報酬の額です。 
その他未払費用 支払いが予定されている監査費用、その他の費用です。 

純資産総額(資産－負債) 
ファンドが保有する財産の合計から支払いが予定されてい
る金額の合計を差し引いたものです。 

元本 ファンド全体の元本残高です。 

次期繰越損益金 
純資産総額と元本の差額(翌期に繰り越す損益金の合計額)
です。 

受益権総口数 受益者が保有する受益権口数の合計です。 
1(万)口当たり基準価額 1(万)口当たりのファンドの時価です。 

 

用語解説 
○損益の状況は、期中にファンドがどのような収益や損失を計上したかを表しています。主な項目の説明は次の通り
です。 

項 目 説 明 

配当等収益 ファンドが受取った配当金・利息等の合計です。 
受取配当金 保有する株式等の配当金等です。 
受取利息 債券、コール・ローン等の利息等です。 

有価証券売買損益 有価証券の売買損益と期末の評価損益の合計額です。 
売買益 売買益と期末評価益の合計です。 
売買損 売買損と期末評価損の合計です。 

信託報酬等 
信託報酬のほか保管費用、監査費用、その他の費用と、それ
らに掛かる消費税等相当額です。 

当期損益金 当期における収支合計です。 

前期繰越損益金 
前期分の分配準備積立金と繰越損益金の合計額から当期中
の解約に対する持分を控除した金額です。 

追加信託差損益金 受益者がファンドに払い込んだ金額と元本との差額です。
(配当等相当額) 配当等に相当する額です。 
(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。 

計 収益分配前の期中の収支の総合計です。 
収益分配金 期中の分配可能額から受益者に支払われる分配金です。 
次期繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の合計です。 
追加信託差損益金 翌期に繰り越す追加信託差損益金です。 
(配当等相当額) 配当等に相当する額です。 
(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。 
分配準備積立金 翌期に繰り越す分配準備積立金の額です。 
繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の額です。 
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<お知らせ> 
該当事項はございません。 

 



品 名：90009_131307_001_03_ネクスト・ニッポン・マザーファンド_618123.docx 

日 時：2016/2/18 16:23:00 

ページ：1 

 

― 1 ― 

ネクスト・ニッポン・マザーファンド 

マザーファンドの運用報告書につきましては、ベビーファンドの運用報告書と作成対象期間が異なる場合には、データ・コメント等に不一致が生じることがありますのでご了承ください。 

 

ネクスト・ニッポン・マザーファンド 

第１期 運用状況のご報告 
決算日：2016年１月12日 

 
「ネクスト・ニッポン・マザーファンド」は、2016年１月12日に第１期の決算を行いましたので、期中の運用状況をご報告申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

運 用 方 針 
わが国の金融商品取引所上場（上場予定を含みます。）株式を主要投資対象とし、投資信託財産の成長を

目指して運用を行います。 

主要投資対象 わが国の金融商品取引所上場（上場予定を含みます。）株式を主要投資対象とします。 

投 資 制 限 株式の投資割合には制限を設けません。外貨建資産への投資は行いません。 

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）

株   式
組 入 比 率

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額 

期 中
騰 落 率

（参考指数）
期 中
騰 落 率

(設定日) 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円
2015年１月30日 10,000 － 1,413.58 － － － 4,200

１期(2016年１月12日) 9,829 △1.7 1,401.95 △0.8 96.0 － 2,998 
（注） 基準価額は１万口当たりです。 
（注） 設定日の基準価額は１万口当たりの当初設定元本額です。設定日の純資産総額は当初設定元本総額です。 
（注） 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は当ファンドの参考指数であり、ベンチマークではありません。設定日の東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は

設定日前営業日の終値です。 
（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率です。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ） 株   式 

組 入 比 率 
株   式
先 物 比 率 騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

(設定日) 円 ％ ポイント ％ ％ ％
2015年１月30日 10,000 － 1,413.58 － － －

１月末 9,940 △ 0.6 1,415.07 0.1 73.9 －
２月末 10,428 4.3 1,523.85 7.8 97.6 －
３月末 10,678 6.8 1,543.11 9.2 94.9 －
４月末 10,655 6.6 1,592.79 12.7 92.6 －
５月末 11,090 10.9 1,673.65 18.4 96.1 －
６月末 11,135 11.4 1,630.40 15.3 97.1 －
７月末 11,231 12.3 1,659.52 17.4 94.9 －
８月末 10,466 4.7 1,537.05 8.7 93.8 －
９月末 9,872 △ 1.3 1,411.16 △ 0.2 93.7 －
10月末 10,505 5.1 1,558.20 10.2 98.6 －
11月末 10,817 8.2 1,580.25 11.8 95.3 －
12月末 10,776 7.8 1,547.30 9.5 91.3 －
(期  末)   

2016年１月12日 9,829 △ 1.7 1,401.95 △ 0.8 96.0 －
 

（注） 騰落率は設定日に対する率です。 
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（注） 参考指数は、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）です。 

（注） 参考指数は、設定時の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
当ファンドにおける主なプラス要因およびマイナス要因は以下の通りです。 

 

（主なプラス要因） 

・業種配分では、陸運業、医薬品、情報・通信業などが基準価額にプラスに寄与しました。 

・個別銘柄では、小野薬品工業、村田製作所、朝日インテックなどが基準価額にプラスに寄与しました。 

 

（主なマイナス要因） 

・業種配分では、輸送用機器、機械、小売業などが基準価額にマイナスに寄与しました。 

・個別銘柄では、松屋、東ソー、象印マホービンなどが基準価額にマイナスに寄与しました。 

 

  
企業業績の拡大期待などを受け、期初から2015年８月中旬まで堅調に推移していた国内株式市場は、中国経済に

対する懸念や米国の金融政策に対する警戒感を背景に、８月後半から９月下旬にかけて下落しました。その後は、中

国が政策金利を引き下げたことや欧州中央銀行（ＥＣＢ）のドラギ総裁が追加金融緩和に前向きの発言を行ったこ

となどが市場で好感され、11月後半にかけて国内株式市場は戻りを試す展開となりました。期末にかけては、原油価

格の急落や地政学的リスクの増大から、投資家がリスク回避の姿勢を強め、為替市場において円高ドル安が進行し

たことなどから国内株式市場は大きく下落しました。 
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当ファンドの運用につきましては、株式市場が中長期的に上昇基調にあるとの認識のもと、株式組入比率を概ね

高位に維持しました。注目分野別では、堅調に推移すると予想される米国景気から業績面で恩恵を享受すると考え

た日産自動車や富士重工業など、輸出および海外売上等の海外寄与度の高さに着目した分野の投資配分比率を高位

としました。また、海外進出企業の国内回帰に伴う需要の創出に着目した分野については、大和ハウス工業などを買

い付けたほか、インバウンド※効果に着目した分野については、南海電気鉄道や相鉄ホールディングスなどを買い付

けました。 

 

※インバウンドとは、一般に外から中へ流入することで、外国人旅行者が日本を訪れること等をいいます。 

 

 
当ファンドは特定のベンチマークを設けておりませんが、当ファンドの基準価額の騰落率は、参考指数としてい

る東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）の騰落率を0.9％下回りました。詳細につきましては前掲の「基準価額の主な変動要

因」をご参照ください。 

 

  
国内株式市場は、日本経済のデフレからの脱却や日本企業の収益性改善を背景に、中長期的な上昇トレンドが続

くものと考えております。ただ、世界的な経済成長率の鈍化や不安定な資源価格などから、投資家心理が改善するに

は時間を要すると思われ、当面上値の重い展開になる可能性があると見ております。 

当ファンドの運用につきましては、輸出および海外売上等の海外寄与度の高さ、海外進出企業の国内回帰に伴う

需要の創出、訪日外国人の増加や外国人の購買力向上等のインバウンド効果等に着目し、これらを注目分野として

投資候補銘柄の選定にあたります。ポートフォリオの構築にあたっては、定量分析、定性分析、バリュエーション、

業種別比率等を勘案して行います。 

当面は、注目分野別の現状の投資配分をおおむね維持する一方、各注目分野において、今後の業績拡大余地、バ

リュエーション等を総合的に勘案し、銘柄入替えを行う方針です。 

 
※文中の投資行動は、個別銘柄の売買等いかなる投資行動も推奨するものではありません。 
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○１万口当たりの費用明細 (2015年１月30日～2016年１月12日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 売 買 委 託 手 数 料 106  0.993 (a)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

 （ 株  式 ） (106)  (0.993)  

 合 計 106   0.993   

期中の平均基準価額は、10,632円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2015年１月30日～2016年１月12日) 

 

 

 
買 付 売 付 

株 数 金 額 株 数 金 額 

国 

内 

 千株 千円 千株 千円 
上場 8,916 15,117,470 7,006 12,353,544 
 (   57) (        －)

 
（注） 金額は受渡代金です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 

（注） ( )内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

 

○株式売買比率 (2015年１月30日～2016年１月12日) 

 

項 目 当 期 

(a) 期中の株式売買金額 27,471,015千円
(b) 期中の平均組入株式時価総額 4,192,123千円

(c) 売買高比率（a）／（b） 6.55  
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

 

株式 
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ネクスト・ニッポン・マザーファンド 

○利害関係人との取引状況等 (2015年１月30日～2016年１月12日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 15,117 6,225 41.2 12,353 4,613 37.3

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 44,302千円
うち利害関係人への支払額（B） 17,567千円

（B）／（A） 39.7％  
 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは岡三証
券、三晃証券です。 
 

利害関係人との取引状況 
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ネクスト・ニッポン・マザーファンド 

○組入資産の明細 (2016年１月12日現在) 

 

 

銘 柄 
当 期 末 

株  数 評 価 額 

 千株 千円

建設業（5.7％）  

大成建設 97 69,840

大和ハウス工業 30 94,620

食料品（5.1％）  

寿スピリッツ 12 55,440

日本たばこ産業 22 89,826

繊維製品（3.2％）  

東レ 90 91,800

化学（13.2％）  

東ソー 79 44,003

東京応化工業 10 33,150

花王 13 73,359

富士フイルムホールディングス 19 86,526

ライオン 20 20,440

コーセー 3 28,980

ポーラ・オルビスホールディングス 8 58,880

クミアイ化学工業 28 34,524

医薬品（5.0％）  

ロート製薬 10.5 24,055

小野薬品工業 4.5 89,437

参天製薬 15 28,890

ガラス・土石製品（0.8％）  

ＴＯＴＯ 6.5 23,855

機械（4.4％）  

クボタ 34 57,392

ホシザキ電機 9 70,380

電気機器（8.1％）  

日新電機 28 23,296

日本電気 135 47,385

日立国際電気 34 51,714

キーエンス 1.1 62,117

カシオ計算機 13 32,942

太陽誘電 10 14,680
 

 

銘 柄 
当 期 末 

株  数 評 価 額 

 千株 千円

輸送用機器（12.1％）  

日産自動車 120 134,520

武蔵精密工業 18 40,788

マツダ 22.5 47,542

富士重工業 24.4 106,359

エフ・シー・シー 9 20,349

精密機器（4.9％）  

テルモ 12.5 44,750

島津製作所 26 46,228

朝日インテック 9.8 51,254

陸運業（16.4％）  

相鉄ホールディングス 124 81,220

東京急行電鉄 20 17,760

京浜急行電鉄 50 47,500

西日本旅客鉄道 10 76,850

西日本鉄道 70 48,720

近鉄グループホールディングス 50 23,400

南海電気鉄道 148 100,048

京阪電気鉄道 50 36,150

名古屋鉄道 80 39,040

空運業（2.1％）  

日本航空 15 60,600

情報・通信業（8.2％）  

新日鉄住金ソリューションズ 10 25,170

ネクソン 22 39,864

オービック 8 48,240

日本オラクル 12 63,960

大塚商会 6 35,160

スクウェア・エニックス・ホールディングス 9 24,831

卸売業（0.8％）  

ドウシシャ 10 23,700

小売業（1.9％）  

ラオックス 100 18,200

エイチ・ツー・オー リテイリング 16.3 35,582
 

国内株式 
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ネクスト・ニッポン・マザーファンド 

 

銘 柄 
当 期 末 

株  数 評 価 額 

 千株 千円

銀行業（1.8％）  

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 76.5 51,790

その他金融業（1.6％）  

日立キャピタル 16 46,400

サービス業（4.7％）  

テンプホールディングス 16 26,864

カカクコム 33.5 75,073
 

 

銘 柄 
当 期 末 

株  数 評 価 額 

 千株 千円

共立メンテナンス 1.3 11,700

藤田観光 40 21,840

合 計
株 数 ・ 金 額 1,967 2,878,987

銘柄数＜比率＞ 58 ＜96.0％＞
 

（注） 業種・銘柄欄の( )内は、当期末の国内株式の評価総額に対す

る各業種の比率です。 

（注） 評価額欄の＜ ＞内は、当期末の純資産総額に対する評価額の

比率です。 

（注） 評価額の単位未満は切捨てです。 
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ネクスト・ニッポン・マザーファンド 

○投資信託財産の構成 (2016年１月12日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

株式 2,878,987 93.7

コール・ローン等、その他 194,426 6.3

投資信託財産総額 3,073,413 100.0
 

（注） 評価額の単位未満は切捨てです。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2016年１月12日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 3,073,413,814  

 コール・ローン等 135,641,401  

 株式(評価額) 2,878,987,000  

 未収入金 54,702,291  

 未収配当金 4,083,000  

 未収利息 122  

(B) 負債 74,780,947  

 未払金 74,780,947  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,998,632,867  

 元本 3,050,649,199  

 次期繰越損益金 △   52,016,332  

(D) 受益権総口数 3,050,649,199口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,829円
 

（注） 当ファンドは監査対象ではありません。 

（注） 計算期間末における１口当たり純資産額は0.9829円です。 

（注） 純資産総額が元本総額を下回っており、その差額は52,016,332

円です。 

（注） 当ファンドの当初設定元本額は4,200,000,000円、期中追加設定

元本額は1,752,089,919円、期中一部解約元本額は2,901,440,720

円です。 

（注） 当ファンドを投資対象とする投資信託の当期末元本額は、ネク

スト・ニッポン・オープン3,050,649,199円です。 

○損益の状況 (2015年１月30日～2016年１月12日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 53,570,998  

 受取配当金 53,438,226  

 受取利息 30,551  

 その他収益金 102,221  

(B) 有価証券売買損益 115,061,869  

 売買益 741,178,575  

 売買損 △626,116,706  

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 168,632,867  

(D) 追加信託差損益金 87,910,081  

(E) 解約差損益金 △308,559,280  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) △ 52,016,332  

 次期繰越損益金(Ｆ) △ 52,016,332  
 

（注） 損益の状況の中で、(B)有価証券売買損益は期末の評価替えに

よるものを含みます。(D)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額

分をいいます。(E)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元

本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。 
 

<お知らせ> 
弊社は、資産運用・リスク管理態勢の高度化等への取り組みを一段と強化すべく、2015年４月１日付けで運用部門に関し以下の組織変更を行いました。 

①運用企画部の新設 

②投資調査部を投資情報部に改称 

③運用各部を投資対象資産別に再編 

④トレーディング部を運用本部から分離 
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